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争
を
鑑
み
れ
ば
た
い
へ
ん
よ
く
実
感
で
き
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
大
本
営
地
下
壕
と
は
比

べ
よ
う
が
な
い
が
、
振
り
返
れ
ば
自
分
が
ま

だ
子
供
の
頃
（
Ｓ
４
０
年
代
）
に
は
近
所
の

山
腹
に
い
く
つ
も
の
防
空
壕
（
跡
）
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
が
、
い
ず
れ
も
立
ち
入
り
禁

止
で
内
部
を
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
再
整

備
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
そ
の
後
必
要
な
備
え

と
し
て
活
か
す
こ
と
が
為
さ
れ
な
い
ま
ま
に

朽
ち
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

…
そ
の
よ
う
な
志
向
の
末
に
今
が
あ
る
。 

必
要
な
シ
ェ
ル
タ
ー
は
あ
る
か
？ 

必
要
な
掩
体
は
足
り
て
い
る
か
？ 

い
ず
れ
も
否
で
あ
る
。
主
権
の
保
護
も
、

国
民
の
命
の
保
護
も
、
今
の
日
本
は
思
考
停

止
的
な
片
手
落
ち
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。 

先
般
の
中
国
人
民
解
放
軍
に
よ
る
台
湾
周

辺
軍
事
演
習
の
際
に
一
つ
の
手
の
内
が
形
に

現
れ
た
。
台
湾
進
攻
時
に
は
ま
ず
台
湾
へ
の

接
近
禁
止
区
域
を
設
定
・
宣
言
し
、
次
に
日

本
の
南
西
諸
島
の
目
と
鼻
の
先
に
演
習
と
称

し
て
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
ん
で
「
関
わ
る

な
！
」
と
日
本
を
威
嚇
す
る
。
そ
し
て
、
台

湾
へ
の
攻
撃
開
始
直
前
に
は
米
軍
と
の
直
接

戦
闘
を
避
け
つ
つ
も
、
尖
閣
・
与
那
国
・
石

垣
・
宮
古
方
面
へ
の
航
空
＆
海
上
優
勢
を
確

保
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
用
い
て
全
力

で
襲
い
か
か
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

時
ま
で
に
日
本
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
抗

的
な
手
段
を
構
築
し
、
相
手
を
抑
止
す
る
の

か
？ 

・
日
本
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
は
？ 

・
避
難
し
き
れ
な
い
島
民
の
命
を
守
る
為
の

シ
ェ
ル
タ
ー
は
？ 

・
南
西
諸
島
方
面
に
投
入
可
能
な
作
戦
機
等

の
掩
体
は
？ 

・
反
撃
可
能
な
陸
海
空
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル

等
の
必
要
本
数
等
は
？ 

・
米
軍
未
参
加
時
の
継
戦
＆
補
給
能
力
の
構

築
は
？ 

・
ミ
サ
イ
ル
着
弾
時
（
通
常
弾
頭
）
の
殺
傷 
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被
害
の
範
囲
・
程
度
等
、
正
確
な
具
体
的

知
識
の
周
知
や
負
傷
時
の
応
急
処
置
の
民

間
人
の
訓
練
は
？ 

・
左
傾
化
し
て
い
る
勢
力
へ
の
対
策
は
？ 

…
等
々
、
ざ
っ
と
思
い
つ
く
こ
と
だ
け
で
も

キ
リ
が
な
い
。
主
権
と
命
を
守
る
こ
と
に
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
な
ら
な
い
は
ず
な
の

に
、
残
念
な
が
ら
現
政
権
の
動
き
は
重
く
て

遅
く
、
歯
が
ゆ
い
ば
か
り
で
あ
る
。
８
０
年

も
前
、
今
よ
り
も
遥
に
現
実
を
直
視
し
て
い

た
こ
と
を
静
か
に
大
本
営
防
空
壕
跡
は
わ
れ

わ
れ
に
語
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
…
。

「
必
要
な
備
え
を
整
え
よ
！
」
…
と
。 

 

大
東
亜
戦
の
敗
戦
後
数
十
年
来
、
危
機
に

対
す
る
重
心
の
ズ
レ
を
修
正
し
な
い
ま
ま
、

出
来
る
こ
と
も
放
置
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

国
防
政
策
の
現
状
を
改
め
て
考
え
る
ひ
と
つ

の
機
会
と
な
っ
た
”
市
ヶ
谷
台
か
ら
の
景
色
”

で
あ
っ
た
。 

…
尚
、
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

 

支
部
長
を
始
め
と
す
る
担
当
役
員
の
方
々

の
ご
尽
力
に
よ
り
貴
重
な
機
会
を
頂
け
た
こ

と
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

今
後
の
湘
南
支
部
の
各
種
活
動
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
会
湘
南
支
部
部
隊
研
修 

「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
を
担
当
し
て 

支
部
理
事
役 

高
鹿 

治
雄 

隊
友
会
湘
南
支
部
は
、
令
和
２
年
春
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
以
来
中
止
し
て
い
た
部
隊
研
修
を
、
令

和
４
年
９
月
２
９
日
（
木
）
実
施
し
た
。
湘

南
支
部
初
と
な
る
「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」

は
、
防
衛
省
企
画
の
人
数
制
限
か
ら
特
別
会

員
の
み
の
参
加
募
集
と
な
り
ま
し
た
が
、
当

日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
部
隊
研
修
を
楽
し

み
に
し
た
１
７
名
全
員
（
特
別
会
員
１
４
名
、

理
事
役
３
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
部
隊
研 

修
は
、
防
衛
省
市
ヶ
谷
正
門
前
に
１
３
：
０

０
現
地
集
合
か
ら
始
ま
り
事
前
に
提
出
し
た

名
簿
と
当
日
の
身
分
証
明
書
と
の
チ
ェ
ッ
ク

も
問
題
な
く
順
調
に
終
了
し
ま
し
た
。 

部
隊
研
修
に
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
を
選
ん
だ
理

由
は
、
日
本
人
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

戦
争
に
纏
（
ま
つ
）
わ
る
「
大
本
営
地
下
壕

跡
」
の
見
学
が
で
き
る
た
め
で
し
た
。
防
衛

省
は
港
区
赤
坂
六
本
木
（
現
在
の
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
）
か
ら
平
成
１
２
年
（
２
０
０
０

年
）
に
新
庁
舎
完
成
の
市
ヶ
谷
へ
移
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
大
本
営
地
下
壕
跡
は
補
修

工
事
が
完
了
し
た
２
０
２
０
年
８
月
か
ら

「
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
の
午
後
の
見
学
コ
ー
ス

と
し
て
一
般
公
開
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

本
「
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
は
完
全
事
前
予
約
・

定
員
制
で
開
催
は
平
日
の
み
。
大
本
営
地
下

壕
跡
が
見
学
で
き
る
午
後
の
部
の
人
気
は
想

像
以
上
に
高
く
、
参
加
申
込
は
大
変
狭
き
門

と
な
り
ま
す
。
（
今
回
湘
南
支
部
の
部
隊
研

修
の
予
約
は
、
実
施
２
ヶ
月
前
の
一
般
予
約

受
付
開
始
と
同
時
に
厳
し
い
受
付
競
争
を
勝

ち
抜
い
た
結
果
で
し
た
。） 

「
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」
は
、
受
付
後
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
１
３
：
３
０
案

内
開
始
「
正
門 

→ 

大
本
営
地
下
壕
跡 

→ 

市
ヶ
谷
記
念
館
→ 

厚
生
棟 

→ 

正
門
」
の
見

学
コ
ー
ス
を
約
２
時
間
２
０
分
で
ゆ
っ
く
り

歩
く
も
の
で
す
が
、
今
回
は
天
候
に
恵
ま
れ

て
い
た
の
で
、
防
衛
大
臣
や
陸
海
空
及
び
統

合
幕
僚
監
部
が
所
在
す
る
庁
舎
Ａ
棟
か
ら
通

信
Ｂ
棟
な
ど
や
隊
舎
も
外
か
ら
の
み
で
し
た

が
そ
ば
を
通
り
な
が
ら
貴
重
な
説
明
を
し
て

も
ら
え
ま
し
た
。
厚
生
棟
で
休
憩
と
自
衛
隊

グ
ッ
ズ
な
ど
を
購
入
し
た
後
、
屋
外
ヘ
リ
展

示
場
を
見
て
、
普
段
は
な
か
な
か
入
れ
な
い

メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
（
公
務
に
よ
る
殉
職
者

の
慰
霊
碑
、
殉
職
者
慰
霊
碑
を
は
じ
め
、
市

ヶ
谷
地
区
に
点
在
し
て
い
た
記
念
碑
・
慰
霊

碑
を
集
約
整
備
し
た
慰
霊
碑
地
区
）
も
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
見 

 

 

市
ヶ
谷
台
か
ら
の
景
色 

 
 
 
 
 

特
別
会
員 

井
岡 

成
吉 

「
あ
、
米
軍
の
ス
リ
ー
ス
タ
ー
の
車
が
来

た
！
」
緊
張
が
走
り
、
思
わ
ず
背
筋
が
伸
び

る
（
私
は
民
間
人
な
の
で
そ
の
必
要
は
な
い

の
だ
が
…
）
。
“
防
衛
省
市
ヶ
谷
台
ツ
ア
ー
”

の
と
ば
口
、
正
門
で
受
付
中
の
出
来
事
で
「
ま

さ
し
く
防
衛
省
の
本
丸
な
の
だ
」
と
、
ま
ず

は
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
（
さ
ぞ
か
し
警
衛

勤
務
は
気
疲
れ
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と
…
）。 

現
在
の
防
衛
省
市
ヶ
谷
地
区
は
ご
存
じ
の

通
り
防
衛
省
庁
舎
や
中
央
指
揮
所
が
置
か
れ

て
い
る
国
防
の
中
枢
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら

許
可
さ
れ
た
部
分
を
外
か
ら
見
学
す
る
に
留

ま
る
が
そ
れ
で
も
「
実
物
」
に
接
す
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
。
何
故
な
ら
、
行
き
交
う
各

隊
員
・
職
員
の
姿
や
雰
囲
気
・
表
情
な
ど
か

ら
士
気
を
感
じ
た
り
す
る
事
が
出
来
る
か
ら

で
あ
る
。 

ま
た
、
見
学
コ
ー
ス
の
建
物
や
構
造
物
も

「
本
物
」
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
払

い
た
い
。
何
故
な
ら
、
同
じ
場
所
に
立
つ
こ

と
で
そ
の
重
さ
を
体
感
し
、
自
分
な
り
の
「
想

い
を
馳
せ
る
」
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
初
見
で
あ
っ
た
「
大

本
営
地
下
壕
跡
」
の
見
学
時
に
「
当
た
り
前

の
準
備
を
行
う
」
と
い
う
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。 

昭
和
１
６
年
１
２
月
に
大
本
営
陸
軍
部
、

陸
軍
省
、
参
謀
本
部
等
の
陸
軍
中
枢
機
関
が

こ
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
を
受
け
、
上
空
７
，

０
０
０
ｍ
か
ら
投
下
の
１
ｔ
爆
弾
に
も
耐
え

得
る
厚
さ
４
ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

を
用
い
、
５
０
０
ｋ
ｇ
弾
に
も
耐
え
る
堅
固

な
鉄
扉
も
設
置
し
て
対
米
戦
を
意
識
し
た
壕

を
準
備
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。 仮

想
敵
国
の
攻
撃
に
耐
え
得
る
備
え
は
軍

官
民
問
わ
ず
継
戦
能
力
を
維
持
す
る
上
で
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦 
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子
、
和
田
兼
介
、
府
川
太
郎
、
清
﨑
忠
圀
、
高

山
雅
司
、
佐
藤
友
昭
、
尾
﨑
謙
一
、
窪
田
朗
、

田
中
了
、
其
浦
勇
治
、
寺
中
哲
夫
、
松
澤
弘
海
、

岡
崎
光
博
、
牧
石
健
志
、
福
井
繁
、
鳥
塚
邦
明
、

井
岡
成
吉
、
菅
原
政
弘
、
福
楽 

勣
、
金
子
勇

二
、
尾
上
洋
一
、
水
谷
宏
之
、
山
口
真
毅
、
深

澤
文
晴
、
左
奈
田
幸
一
、
宮
城
覺
映
、
岩
崎
政

弘
、
高
木
幸
夫
、
石
川
潤
一
、
テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ

ジ
（
株
）
、
小
見
山
雅
、
桜
庭
憲
昭
、
澤
野
憲
二
、

青
山
元
彦
、
高
見
巌
、
飯
島
邦
光
、
宮
本
直
躬
、

原
康
二
、
吉
田
清
人
、
山
本
角
八
郎
、
中
尾
眞
、 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
月
十
六
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

特
別
会
員 

 

高
原
正
彦
、 

正
会
員 

 
 

鈴
木
佑
弥
、 

学
で
き
ま
し
た
。 

 
さ
て
、
お
目
当
て
の
「
大
本
営
地
下
壕
跡
」
と
「
市

ヶ
谷
記
念
館
」
の
見
学
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
ヶ
谷
移
転
後
に
勤
務
さ
れ
た
方
で
、

大
本
営
地
下
壕
跡
が
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す

か
？
私
も
市
ヶ
谷
で
の
海
幕
勤
務
を
し
ま
し
た
が
、

今
回
初
め
て
大
本
営
地
下
壕
跡
に
入
り
ま
し
た
。
地

下
壕
跡
の
入
口
は
、
庁
舎
Ａ
棟
前
の
儀
仗
広
場
よ
り

も
更
に
国
道
寄
り
に
あ
り
、
普
通
め
っ
た
に
通
ら
な

い
通
路
の
先
に
あ
り
ま
し
た
。
地
下
壕
は
南
北
に
３

本
、
東
西
に
２
本
の
壕
が
交
差
し
た
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
３
か
所
の
出
入
り
口
に
は
、
堅
固
な
鉄
扉

が
取
り
付
け
ら
れ
、
内
部
に
は
大
臣
室
、
通
信
室
、

炊
事
場
、
浴
槽
等
の
設
備
が 

あ
り
、
通
気
筒
の
２
か
所
の 

地
上
部
は
日
本
庭
園
に
石
灯 

籠
を
配
置
し
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ 

ュ
さ
れ
て
い
た
と
説
明
を
受 

け
ま
し
た
が
、
私
の
レ
ポ
ー 

ト
よ
り
も
「
百
聞
は
一
見
に 

し
か
ず
」
で
あ
り
、
是
非
自 

分
の
目
で
見
学
さ
れ
る
こ
と 

を
お
勧
め
し
ま
す
。
参
加
し
た
会
員
か
ら
「
こ
の
地

下
壕
は
、
映
画
『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』
に
も

あ
る
よ
う
に
昭
和
２
０
年
終
戦
直
前
、
阿
南
惟
幾
陸

軍
大
臣
が
将
校
達
を
こ
の
地
下
壕
に
集
め
、
８
月
９

日
の
御
前
会
議
に
お
い
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
決

断
し
た
昭
和
天
皇
の
聖
断
を
伝
え
た
の
は
本
当
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
に
男
性
ガ
イ
ド
は
参
加
者
の
関

心
の
高
さ
に
驚
き
、
質
問
し
た
会
員
を
含
む
参
加
者

に
熱
心
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
終
戦
を
迎
え
る

覚
悟
と
混
乱
す
る
当
時
の
軍
人
の
気
持
ち
を
少
し
だ

け
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
如
何
に
も
旧
陸
軍
の
建
物
ら
し
い
旧
陸
軍

士
官
学
校
で
あ
っ
た
市
ヶ
谷
記
念
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
旧
陸
軍
士
官
学
校
の
大
講
堂
は
、
昭
和
２
１
年

５
月
か
ら
同
２
３
年
１
１
月
ま
で
の
間
、
極
東
国
際

軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
の
法
廷
と
し
て
使
わ
れ
た

こ
と
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ

る
方
は
、
短
い
見
学
で
は
と
て
も
満
足
で
き
な
い
ほ

ど
、
歴
史
的
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
ま
た
来 

編
集
後
記 

①
１
０
日
、
在
ウ
米
大
使
館
は
滞
在
す
る
自
国

民
に
即
時
退
避
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。 

②
１
５
日
、
中
国
外
務
省
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
滞

在
す
る
中
国
国
民
に
対
し
退
避
を
勧
告
し
た
。 

③
１
５
日
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
防
省
は
ロ
シ
ア
軍

が
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
内
に
入
っ
た
と
発
表
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・11/05（土） 

 第７回支部理事役会 

・11/24（木） 

 11月隊友紙発送 

・12/上旬 

 藤沢・平塚広報官激励会 

・12/10（土） 

 第８回支部理事役会 

・12/21（水） 

 12月隊友紙発送 

・01/14（土） 

 第９回支部理事役会 

・01/18（水） 

 １月隊友紙発送 

 

よ
う
と
思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
今
回
が
３
度

目
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
三
島
由
紀
夫
氏
が
自
衛

隊
に
決
起
を
促
し
て
演
説
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
や
乱
闘

し
た
際
の
扉
の
刀
傷
や
、
割
腹
自
殺
し
た
場
所
の
マ

ー
キ
ン
グ
な
ど
新
た
に
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の

歴
史
的
価
値
に
驚
き
ま
し
た
。
故
三
島
由
紀
夫
氏
が

今
の
日
本
と
日
本
人
を
見
た
ら
ど
う
思
う
だ
ろ
う

か
？
き
っ
と
あ
の
当
時
以
上
に
怒
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
見
学
コ
ー
ス
の
随
所
で
記
念
写
真
や

参
加
し
た
会
員
仲
間
と
写 

真
を
撮
る
光
景
も
多
く
見 

ら
れ
、
市
ヶ
谷
記
念
館
前 

で
の
参
加
者
総
員
の
集
合 

写
真
の
明
る
い
笑
顔
が
と 

て
も
印
象
的
で
し
た
。 

担
当
者
と
し
て
部
隊
研 

修
の
再
開
は
い
ろ
い
ろ
と 

苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
回 

３
年
ぶ
り
に
部
隊
研
修
を 

実
施
で
き
て
良
か
っ
た
と
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を

は
じ
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
事
案
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
は
不
安
定
で
す
が
、
隊
友
会
湘
南
支
部
と
し
て
我

が
国
の
安
全
保
障
に
何
が
貢
献
で
き
る
か
追
求
し
な

が
ら
、
来
年
度
以
降
も
部
隊
研
修
等
の
湘
南
支
部
活

動
に
邁
進
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

戦
争
の
絵
本 

支
部
理
事
役 

皷 
達
也 

日
本
で
戦
争
と
い
う
と
第
２
次
世
界
大
戦
が
直
接

か
か
わ
っ
た
戦
争
で
７
０
年
以
上
前
の
こ
と
に
な

る
。
唯
一
の
原
爆
被
害
国
で
あ
る
が
直
接
体
験
し
た

方
は
も
う
少
な
く
、
大
昔
の
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

半
世
紀
以
上
戦
争
が
な
い
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る

が
平
和
ボ
ケ
に
陥
る
。 

 

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の
報
道
を
見
て
、
子

や
孫
に
「
戦
争
っ
て
な
に
？
」
と
問
わ
れ
て
困
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
自
衛
隊

は
日
本
で
唯
一
戦
争
に
直
接
関
与
す
る
組
織
で
あ
る 

。
そ
ん
な
自
衛
官
は
自
分
の
子
や
孫
に
戦
争
と
は

何
か
を
十
分
な
説
明
が
出
来
る
か
？
戦
争
は
世
界

中
で
現
在
も
起
き
て
お
り
、
日
本
の
周
囲
で
は
台

湾
、
北
方
領
土
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
戦
争
の
火
種
が

存
在
し
遠
い
地
域
の
話
で
は
な
い
。 

「
戦
争
の
絵
本
」
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
お

り
子
ど
も
目
線
で
戦
争
に
つ
い
て
描
か
れ
て
お

り
、
子
ど
も
に
戦
争
と
は
何
か
を
伝
え
る
こ
と
が

目
的
の
絵
本
で
あ
る
。
単
純
に
戦
争
は
悪
で
は
な

く
、
戦
争
が
起
き
る
と
ど
う
な
る
の
か
を
子
ど
も

に
伝
え
る
と
い
う
画
期
的
な
絵
本
で
あ
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
進
攻
で
ロ
シ
ア
軍
だ
け
見
て
い
る
と
軍
隊

に
負
の
感
情
を
持
つ
方
も
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
に
対
し
て
負
の
感
情
を
持
つ
で
あ
ろ

う
か
？
軍
隊
が
い
な
け
れ
ば
誰
も
困
ら
ず
平
和
だ

っ
た
の
か
？
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
を
見
た
後
、
日
本

周
囲
の
情
勢
を
見
て
、
自
衛
隊
が
本
当
に
不
要
で

あ
る
と
思
う
方
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
軍
も
強
制
的
に
徴
兵
さ
れ
た
若
者
や
デ
モ

拘
束
者
が
予
備
役
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
者
も
い
る

よ
う
で
進
攻
し
た
側
に
も
被
害
者
は
い
る
。
そ
し

て
ロ
シ
ア
側
は
自
分
の
土
地
を
取
り
戻
す
と
い
う

大
義
の
も
と
行
動
し
て
お
り
、
そ
れ
は
進
攻
さ
れ

た
側
も
自
分
の
土
地
を
守
る
た
め
の
戦
い
で
あ
り

互
い
に
正
義
な
の
で
あ
る
。
単
純
に
善
と
悪
が
は

っ
き
り
し
て
お
ら
ず
互
い
の
価
値
観
や
正
義
の
も

と
に
戦
争
が
起
こ
る
。 

 

戦
争
と
い
う
も
の
か
ら
目
を
背
け
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
戦
争
は
何
な
の
か
な
ぜ

起
き
る
の
か
を
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
真
剣
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
平
和
ボ
ケ
予
防
か
つ

平
和
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
３ 

第
４
４
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
十
月
十
六
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

平
川
幹
雄
、
前
田
秀
彦
、
下
田
益
子
、
高
橋
祥 

 
市ヶ谷記念館前での集合写真 

 
大本営地下壕跡 


